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写真 7　剝離／襖の下張り文書を剝離 写真 9　修了証書授与写真 8　剝離／剝離した本紙を毛氈上で
乾燥
写真 6　復原／化粧断ち。余分な裏打ち
和紙を裁断
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第 19 回常民文化研究講座　古文書修復実習
たことを少し明らかにすることができそうです。……明日よりすぐ活かせるもの、今後ゆっくり時
間をかけて体系化していくこと、本当に勉強になりました。また是非受講したいと希望します。
　（ 2） 2日間ですぐに何か出来るわけではないと思いますが、今後、仕事上役立てていくための
足がかりになった講習でした。まずは今回教えて頂いたことを基にして勉強し、技術についてはみ
がく場がないので、技術向上については今後どうすべきか考えなくてはと思いますが、今回の講習
で博物館が理解しておくべき知識は学べたと思うので、今後の業務に生かしていきたいと思います。
　（ 3）実技に特化するだけでなく、史料を取り扱う上での理念や原則、記録の取り方や調査への
取り組みなど広い範囲で、史料保存に必要な研修を網羅した内容でとてもありがたく感じました。
　（ 4）古文書を守り、伝えていくための技術や大変な労力、地道な作業を学ぶことができ、古文
書に関わる人間の一人として貴重な経験ができた。
　上記の感想は、本実習講座の目指すものと合致するものでもあり、受講者にとって少しでもお役
に立つところがあれば、講座を開催したことの意義があったといえよう。
　ほかにも、次のような貴重なご提言をいただいた。今後の課題としたい。
　（ 5）近現代の酸性劣化の進んだ歴史的公文書の修復なども課題となっておりますので、実習内
容に追加することも検討いただけるとありがたいです。
　（ 6）各大学、機関で連携し合い、歴史的研究だけではなく、資料を扱う立場上、こういった実
習を受けられるような体制が出来ればと思った。
